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　健康増進を図るうえで、比
較的新しい概念であるヘルス
リテラシーが注目を浴びてい
ます。ヘルスリテラシーが高
いほど、健康的な行動習慣が
あり、保健医療サービスを利
用する機会が多く、健康の改
善に寄与することが報告され
ています。米国では、健康格差
が解消しない理由の１つとし
て、健康情報が伝わっていな
い、または伝わらない者が存
在することが指摘されていま
す。わが国においてオーラル
ヘルスリテラシーが、歯・口
の健康に影響を及ぼしている
かについて研究しています。
　また、近年、地域のつながり
を意味するソーシャルキャピ
タルの強化が叫ばれていま
す。健康で医療費が少ない地
域は「よいコミュニティ」であ
ると指摘されています。この

「よいコミュニティ」のソー
シャルキャピタルと健康状態
の調査をし、有効なソーシャ
ルキャピタルの活用を検証し
ていきます。

 

オーラルヘルスリテラシー・ソーシャルキャピタルと健康の関連を明ら
かにして、歯・口の健康を通じ健康支援をしていきます。

オーラルヘルスリテラシー，ソーシャルキャピタル，
歯・口の健康，健康寿命，健康格差
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歯科衛生学科　野口 有紀
オーラルヘルスリテラシー・ソーシャルキャピタルと健康
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